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近年の研究により，基岩層を介した水移動が山地源流域における降雨流出や表層・深層崩壊発生
に大きな影響を及ぼす事が指摘されているものの，基岩層内の水文プロセスについてはほとんど
明らかにされていない。本研究では，高密度ボーリング孔網を利用した基岩内地下水の詳細なモ
ニタリングを実施し，基岩層内における雨水流動の特徴と表層水文過程との関連性について検討
した。
観測は兵庫県六甲山系の西おたふく山流域（面積1.87 ha）で行った。基岩地質は風化花崗岩
で，平均勾配は35°である。雨量，流出量，ならびに流域内の谷筋に沿った2地点（上流側をB
点，下流側をC点とする）における土層内地下水を計測した。さらに流域内の8地点にて調査ボ
ーリングを行い，井戸内の水位を計測した。計測期間は2008年2月1日～2009年11月19日であ
る。
基岩内地下水の標高分布から，基岩内部には，上流地下水帯，中流地下水帯，下流地下水帯の三
種類の地下水帯が存在することがわかった。それぞれの地下水帯内部の水位変動は互いに良く似
る一方で，異なる地下水帯間では水位の標高や時間変動に大きな差が生ずることが明らかとなっ
た。さらに，上流地下水帯は中流地下水帯の上部に重なる複雑な形状で存在することが示され
た。流域の基底流出波形が下流地下水帯の水位変動と極めて良好な対応を示す一方で，C点にお
ける土層内恒常地下水の波形は，中流地下水帯の変動波形と類似していた。さらに，B点におけ
る土層内恒常地下水の水位は，下流地下水帯水位よりも上方に存在していた。これらのことか
ら，中流地下水帯が表土層内に直接流出する経路が存在することが判った。


